
介護概論Ⅱ

[講義]　第２学年　通年　選択　4単位

《履修上の留意事項》面接授業と遠隔授業の併用実施

《担当者名》志水　朱

【概　要】

　介護の「質」が大きく問われている状況の中で、専門職としての基本的な考え方や姿勢の根幹となる。新しい介護の考え方で

ある介護を必要とする人の生活を支える意義や実践について、自分達の生活に照らし合わせて考えていく。

【学習目標】

①介護を必要とする人の理解を多面的にとらえることができる。

②介護を必要とする人の生活を支える仕組みについて理解する。

③多職種との連携について理解することができる。

【学習内容】

回 テーマ 授業内容および学習課題 担当者

1 介護を必要とする人の理解① 生活の個別性と多様性を理解することができる。 志水

2 介護を必要とする人の理解② 高齢者の生活

　高齢者の生活の個別性と多様性を理解することがで

きる。

志水

3 介護を必要とする人の理解③ 高齢者の生活

　生活のニーズや生活を支える基盤について理化する

ことができる。

志水

4 介護を必要とする人の理解④ 高齢者の生活

　家族、地域とのかかわりについて理解することがで

きる。

志水

5 介護を必要とする人の理解⑤ 高齢者の生活

　働くことの意義と地域活動について理解することが

できる。

志水

6 介護を必要とする人の理解⑥ 障害者の生活

　障害者の生活の個別性と多様性を理解することがで

きる。

志水

7 介護を必要とする人の理解⑦ 障害者の生活

　生活のニーズや生活を支える基盤について理化する

ことができる。

志水

8 介護を必要とする人の理解⑧ 障害者の生活

　家族、地域とのかかわりについて理解することがで

きる。

志水

9 介護を必要とする人の理解⑨ 障害者の生活

　働くことの意義と地域活動について理解することが

できる。

志水

10 介護を必要とする人の理解⑩ 家族介護者の理解と支援

　家族が介護することについて理解することができ

る。

志水

11 介護を必要とする人の理解⑪ 家族介護者の理解と支援

　家族介護者を支える支援の在り方と家族介護者の会

の活動について理解することができる。

志水

12 介護を必要とする人の理解⑫ レポート①「介護の民俗学」を読み高齢者の歴史を理

解しまとめる

志水

13 介護を必要とする人の理解⑬ レポート②自分自身の個別性や自分らしさについて理

解する

志水



回 テーマ 授業内容および学習課題 担当者

14 介護を必要とする人の生活を支える

仕組み①

介護を必要とする人の生活を支える仕組み

　介護を必要とする人が暮らす地域の理解と連携の意

義について理解することができる。

志水

１

15 介護を必要とする人の生活を支える

仕組み②

介護を必要とする人の生活を支える仕組み

　ケアマネジメントについて理解することができる。

地域包括ケアシステムについて理解することができ

る。

志水

16 介護を必要とする人の生活を支える仕組み

地域包括ケアシステムについて事例を使い実際を理解

することができる。

　

志水

17 　介護を必要とする人の生活の場とフォーマルな支援

の活用

　介護を必要とする人の生活の拠点について理解でき

る。（施設）

介護を必要とする人の生活の拠点について理解でき

る。（在宅）

志水

18 介護を必要とする人の生活を支える

仕組み③

インフォーマルな支援の活用

　インフォーマルサポートの役割について理解するこ

とができる。

事例をもとにインフォーマルサービスの実際を理解す

ることができる。

志水

19 協働する多職種の機能と役割① 多職種の役割と専門性を理解することができる。

　医療・保険の役割と専門性について理解することが

できる。

　福祉職の役割と専門性について理解することができ

る。

志水６

20 協働する多職種の機能と役割② 多職種連携の意義と課題について理解することができ

る。

志水

21 協働する多職種の機能と役割③ チームアプローチについて事例を通し理解することが

できる。（施設）

チームアプローチについて事例を通し理解することが

できる。（在宅）

　

志水

22 介護を必要とする人の生活と生きて

きた歴史を理解する①

積雪地域に暮らす高齢者、障害者の生活

　事例をもとに積雪地域の生活課題と制度について理

解することができる。

志水

23 介護を必要とする人の生活と生きて

きた歴史を理解する②

北海道博物館見学 志水

24 介護を必要とする人の生活と生きて

きた歴史を理解する③

樺戸博物館見学 志水

25 介護を必要とする人の生活と生きて

きた歴史を理解する④

積雪地域に暮らす高齢者、障害者の生活

　事例をもとに積雪地域の生活課題と制度について理

解することができる。

志水

26 介護を必要とする人の生活と生きて

きた歴史を理解する⑤

積雪地域に暮らす高齢者、障害者の生活

　事例をもとに積雪地域の生活課題と制度について理

解することができる。

志水

27 介護を必要とする人の生活と生きて

きた歴史を理解する⑥

積雪地域に暮らす高齢者、障害者の生活

　事例をもとに積雪地域の生活課題と制度について理

解することができる。

志水

28 災害福祉① 大学が福祉避難所になることを想定し、図上演習の重

要性について理解する

志水

29 災害福祉② 大学が福祉避難所になることを想定し、図上演習の重

要性について理解する

志水

30 まとめ 1年間の学びを通し、介護が必要な方々への理解を確 志水



回 テーマ 授業内容および学習課題 担当者

認する

【評価方法】

　課題レポート：30％　試験：筆記試験70％

【備　考】

　教科書　：１年次に購入している「介護の基本」メヂカルフレンド社を継続して使用する。

　その他　：この科目は、介護福祉士国家試験受験資格取得のための「介護の基本」に該当する。

【学習の準備】

予習は、新聞・ニュースなどによく目を通し、介護問題について理解しておくこと（30分）。

復習は、講義を受けて視点を変えて社会の事象を考え、理解すること（30分）。

【ディプロマ・ポリシー(学位授与方針)との関連】

DP2,1,4

【実務経験】

社会福祉士・精神保健福祉士・介護福祉士

【実務経験を活かした教育内容】

臨床および地域での介護分野の専門職としての実務経験を活かし、実践的教育を行う。


